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「
商
標
」
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
神
話
や
伝

説
が
深
く
張
り
付
い
て
い
る
。
旅
先
で
も

商
品
の
中
味
よ
り
も
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
に

ひ
き
つ
け
ら
れ
、
財
布
の
紐
が
緩
く
な
る
。

と
く
に
動
物
の
商
標
。
逆
さ
蝙こ

う
も
り蝠

の
カ
ス

テ
ラ
や
、
駱ら

く

駝だ

の
タ
バ
コ
、
太
鼓
に
足
を
か

け
た
獅し

子し

の
マ
ッ
チ
な
ど
は
全
て
外
来
種

0

0

0

で
わ
が
国
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
き
た
。
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
を
つ
な
ぐ
「
生
命
デ

ザ
イ
ン
」
を
追
い
か
け
て
い
る
と
、
最
も
気

に
な
る
の
が
「
馬
」
に
関
わ
る
商
標
で
あ
る
。

　
デ
ン
マ
ー
ク
の
国
立
博
物
館
の
至
宝
「
サ

ン
・
チ
ャ
リ
オ
ッ
ト
」
は
馬
が
太
陽
を
牽ひ

っ

ぱ
り
闇
夜
か
ら
連
れ
還
っ
て
く
る
像
で
、
紀

元
前
一
〇
〇
〇
年
紀
に
つ
く
ら
れ
た
。
イ

ギ
リ
ス
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
「
ホ
ワ
イ
ト
・
ホ
ー

ス
」
は
ブ
リ
ト
ン
（
ケ
ル
ト
）
時
代
、
石
灰

層
に
刻
ま
れ
た
巨
大
画
に
由
来
す
る
。
イ

ン
ド
か
ら
ケ
ル
ト
神
話
ま
で
の
印
欧
語
族
、

あ
る
い
は
そ
れ
を
越
え
た
「
ユ
ー
ロ
＝
ア

ジ
ア
世
界
」
で
も
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

ホ
ー
ス
パ
ワ
ー
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

三
〇
〇
〇
年
後
の
今
日
、
石
油
会
社
に
「
天

馬
」
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
が
あ
る
。
天
の
太

陽
と
一
体
の
火
を
噴
く
動
力
を
暗
示
す
る
。

　
さ
て
暗
示
的
と
い
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
有

名
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
商
標
。
重
税
に
苦
し

む
民
の
た
め
夫
の
マ
ー
シ
ア
伯
に
抗
議
し
、

馬
に
乗
せ
ら
れ
町
中
を
引
き
ま
わ
さ
れ
た

裸
の
妃
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
。
二
〇
世
紀
創

業
の
ベ
ル
ギ
ー
の
菓
子
会
社
が
「
馬
と
女

性
」
を
な
ぜ
選
ん
だ
の
か
。

　
ベ
ル
ギ
ー
は
カ
エ
サ
ル
の
『
ガ
リ
ア
戦

記
』
に
も
記
さ
れ
た
「
ベ
ル
ガ
エ
族
」
の

本
拠
地
で
、
ケ
ル
ト
、
ガ
リ
ア
文
明
ゆ
か

り
の
国
だ
。「
ボ
ヘ
ミ
ア
」
は
「
ボ
イ
イ
」
族
、

「
パ
リ
」
は
「
パ
リ
シ
ー
」
族
な
ど
と
同
様
、

ケ
ル
ト
の
部
族
名
を
そ
の
ま
ま
地
名
・
国

名
と
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
と
地
続
き
の

ケ
ル
ト
考
古
学
の
ス
ポ
ッ
ト
で
、
大
陸
の

ケ
ル
ト
文
化
を
ブ
リ
テ
ン
島
に
繋
い
だ
の

が
ベ
ル
ガ
エ
族
。
ゴ
デ
ィ
ヴ
ァ
伝
説
の
奥

に
も
、
ガ
ロ
＝
ロ
ー
マ
時
代
の
「
馬
の
女

神
エ
ポ
ナ
」
や
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
「
馬
乙

女
リ
ア
ノ
ン
」
が
控
え
て
い
る
。

　
彼
女
ら
は
本
来
は
太
陽
の
よ
う
に
見
て

は
な
ら
な
い
、
触
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
っ
た
。（
キ
リ
ス
ト

や
聖
徳
太
子
の
よ
う
に
）
馬
と
い
う
熱
と

光
に
関
わ
り
生
ま
れ
る
皇
子
プ
リ
デ
リ
が

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
神
話
に
も
登
場
す
る
。
馬

小
屋
の
暗
が
り
で
高
貴
な
皇
子
、
光
の
子

が
生
ま
れ
る
と
い
う
奇
跡
は
、
ユ
ー
ロ
＝

ア
ジ
ア
世
界
を
、
駆
け
抜
け
て
き
た
。

　
ゴ
デ
ィ
ヴ
ァ
は
裸
体
で
あ
る
。
唯
一
彼
女

の
輝
く
裸
体
を
盗
み
見
た
の
が
「
ピ
ー
ピ

ン
グ
・
ト
ム
」
で
、
神
の
怒
り
で
視
力
、
光

を
奪
わ
れ
た
。
こ
れ
は
卑
俗
な
覗の

ぞ

き
屋
に

つ
い
て
の
お
ま
け
の
逸
話
で
は
な
く
、
馬
＝

太
陽
＝
女
神
の
超
越
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
最
大
の
熱
と
光
は
、
人
間
が
征
し
て
は

な
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
だ
と
も
語
っ

て
い
る
。
ユ
ー
ロ
＝
ア
ジ
ア
の
神
話
は
現
代

に
こ
そ
宿
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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